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 プリンテッドエレクトロニクスを高スループットで実現するための技術として種々の印刷プロセスが研究さ

れている。ただ、従来型の印刷プロセスはいずれもプリンテッドエレクトロニクス材料をインク化するにあた

って適切な有機溶媒が必要である。一般に気化しやすい有機溶媒は、揮発性有機化合物 (VOC: 

Volatile Organic Compounds)として環境問題の一因となる。VOCはその直接的な影響のみならず、光化

学オキシダントや浮遊粒子状物質発生の原因ともなるため、グリーンな技術が求められている。これまで

我々は、有機溶媒フリーで有機半導体薄膜を形成する手法として、有機半導体を加熱及び加圧で薄膜

化する熱プレス法、ラミネート法および超音波溶融法を開発してきた[1,2,3]。また同時に、電子写真技術を

用いた有機半導体材料の無溶媒パターニングも行ってきた[4]。今回は同技術による絶縁体材料パターニ

ング、超音波溶融による絶縁膜形成、など最近の進展について報告する。 

    本研究では、絶縁体材料Poly(4-vinylphenol) (PVP)をはじめとする複数のポリマー材料を粉砕して

トナーとした。トナー型のパターニング技術によって、ポミラン Nフィルム上に形成した Au 電極パターン

上に PVP トナーを転写した（図 1）。ライン

/スペースを変化させたテストチャート状の

Au 電極パターン上に散布されている微小

な粉体が PVP トナー粒子であり、PVP トナ

ーが電極上に選択的に転写されることが

確かめられた。この上からカバー基板を被

せ、超音波溶融で PVP トナーを溶融させ

ることによって、Au電極を損傷することなく

PVP を溶融してゲート絶縁膜を形成する

条件を検討した。さらに、融点や硬さの異

なる複数の絶縁体材料を用いて、パター

ニングや絶縁膜形成について検討を行っ

た。従来は有機半導体トナーのパターニン

グ・薄膜化についてのみ発表を行ってきたが、このような結果に基づき、オールトナープリンテッドエレクト

ロニクスに向け絶縁膜形成条件を検討した。 
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図 1: テストパターン上への 

PVPトナーのパターニング 

(a)電極幅
100µmおよび75µm

     

(b) 電極幅50µm (c) 電極幅20µm
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